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 校長は式辞の中で以下のように新入生へ言葉を伝えました。 学校長式辞（骨子） 
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校長 鈴木道穂 先生 

式
辞 秀

麗
な
北
信
五
岳
を
望
み
、
景
観
に
富
む
、
こ
こ
北
信
濃
の
大
地
に
も
、
心
待
ち
し
て
い
た
春
の
息

吹
が
感
じ
ら
れ
る
今
日
の
よ
き
に
日
に
、
新
た
に
全
日
制
課
程 

総
合
学
科
二
百
一
名
、
定
時
制
課
程 

普
通
科
十
一
名
の
若
者
を
迎
え
、
令
和
二
年
度
長
野
県
中
野
立
志
館
高
等
学
校
の
入
学
式
を
挙
行
で
き

ま
す
こ
と
は
、
私
の
心
か
ら
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

さ
て
新
入
生
諸
君
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
か
ら
君
た
ち
は
、
晴
れ
て
中
野
立
志
館

高
校
の
生
徒
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
進
学
と
い
う
人
生
の
選
択
を
し
、
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
て
い
る

君
た
ち
の
心
は
、
今
、
晴
れ
や
か
な
喜
び
で
一
杯
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
秘
め
た
皆
さ
ん
が
、
本
校
の
生
徒
と
し
て
歩
み
始
め
る
に
あ
た
っ
て
是
非
考
え

て
ほ
し
い
事
が
あ
り
ま
す
。
義
務
教
育
と
高
等
教
育
と
の
違
い
を
改
め
て
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
高
校
は
自
ら
学
ぶ
意
思
の
あ
る
も
の
が
在
籍
を
許
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
わ
ゆ
る
子
ど
も
か

子
ど
も
で
な
い
か
、
そ
の
違
い
は
「
自
意
識
」
を
持
て
る
か
否
か
に
あ
り
ま
す
。「
自
意
識
」
と
は
、
自

分
は
ど
う
い
う
人
間
で
あ
る
か
、
集
団
や
社
会
の
中
で
は
自
分
は
ど
う
い
う
人
間
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
か
、
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う
べ
き
か
を
深
く
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
人
が

自
分
に
何
を
し
て
く
れ
る
の
か
で
は
な
く
、
自
分
が
人
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
を
考
え
ら
れ
る
人
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
青
年
期
の
一
年
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
十
年
に
も
匹
敵
す
る
と
言
い
ま
す
。
高
校

在
学
中
は
人
間
と
し
て
の
充
実
を
図
る
貴
重
な
時
間
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
間
を
無
為
に
過
ご
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
高
校
生
と
は
、
単
に
通
学
す
る
校
舎
が
変
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
変
わ
る
こ
と
な
の
で
す
。
自
覚
と
責
任
を
わ
き
ま
え
た
高
校
生
と
し
て
の
自
分
、
た
く
ま
し
い

社
会
人
へ
と
成
長
す
る
自
分
に
な
る
こ
と
な
の
で
す
。 

 

本
日
の
入
学
式
は
、
皆
さ
ん
が
自
ら
学
び
、
自
ら
の
成
長
を
願
う
決
意
を
確
認
し
、
保
護
者
の
方
を

は
じ
め
と
す
る
周
囲
に
対
し
て
宣
誓
す
る
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

ス
タ
ー
ト
の
合
図
代
わ
り
に
幕
末
の
武
士 

吉
田
松
陰
の
こ
と
ば
を
贈
り
ま
す
。 

「
夢
な
き
者
に
理
想
な
し
、
理
想
亡
き
者
に
計
画
な
し
、
計
画
亡
き
者
に
実
行
な
し
、
実
行
な
き
者
に

成
功
な
し
。
故
に
、
夢
な
き
者
に
成
功
な
し
。」 

 

何
か
を
成
そ
う
と
思
え
ば
、
心
に
熱
く
清
く
高
い
志
が
必
要
で
す
。
す
べ
て
は
志
を
立
て
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
の
で
す
。
今
日
を
境
に
、
社
会
を
構
成
す
る
一
員
を
目
指
す
こ
と
を
望
み
ま
す
。
勉
強
は
も

ち
ろ
ん
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
様
々
な
分
野
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
を
、
我
々
中
野
立
志
高
校
の
職
員
は
応
援
し
支
援
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様
の
中
野
立
志
館
高
校
へ
の
ご
入
学
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
切
に
育
て
ら
れ
た
わ
が
子
が
、
人
生
最
初
の
大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え
た
姿
を
ご
覧
に
な
り
、
お
喜

び
も
一
塩
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
今
日
か
ら
、
子
供
た
ち
の
新
し
い
成
長
の
道
が
始
ま
り
ま
す
。
現

在
は
、
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
学
校
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
子
供
た

ち
の
成
長
を
支
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
、
ま
さ
に
芽
吹
き
開
か
ん
と
す
る
草
花
の
よ
う
に
、
新
入
生
が
こ
の
中
野
立
志
館
高
校
で
は
素
晴

ら
し
い
高
校
生
活
を
謳
歌
し
活
躍
す
る
こ
と
を
祈
念
し
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
四
日 
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と            ４月４日（土）に入学式が行われました。大きな試練をのりこえて、ご入学おめでとう

ございます。春の息吹が感じられる今日、全日制課程 総合学科２０１名、定時制課程普

通科１１名の若者が入学しました。 会場には、新入生、保護者、職員のみの参加となり、 

全員マスク着用で式を迎えました。式の内容も簡略化され、短時間で終了しました。 生徒が退場した後は、PTA 説 

明会があり、校内のルール、勉学の注意事項などが担当の先生方よりありました。 また、昇降口前では、記念写真 

を撮る光景が見られました。 

 新入生一同 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健康チェックカード         3月 3日 

・本校の新型コロナウイルス感染症に係る 対応について（ お願い）   4月 6日 

・令和２年度 新型コロナウイルス感染症対応長野県高等学校等奨学金奨学生募集について  4月 8 日 

・保護者のみなさんへ 感染症の予防といじめ防止について      4月 9日 

・休校の延長について４月１０日から５月６日に延長      4月 20日 

・休校中の家庭学習について         4月 21 日 

・休校期間の延長５月６日から５月１０日まで      4月 30日 

・高体連大会中止                                5月７ 日 

・PTA総会中止                 5月 11日 

・公開授業会中止        5月 11日 
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今後の予定 

・5/11（月）～5/15（金）  生徒は登校しない（家で課題を学習）  

・5/18（月）～5/22（金）  分散登校（授業無し）  

・５/25（月）～6/5（金）   分散登校（授業あり）   

・授業動画の配信     （各教科ごと） 

 

今年から全日制はクラ

ス減となり、５クラス４０

人学級となりまた。定時制

は１クラスです。学年主任

の金子先生から学年の意

気込みと、先生方のご協力

を求める挨拶が、職員会の

朝会でありました。 

教頭先生から冒頭の挨拶があ

り、続いて PTA 会長の挨拶があ

りました。次に、総合学科主任の

先生から、学校の授業の選択制に

ついての説明、生徒支援係からの

学校のルールについて、バイトの

許可の取り方などの説明などが

ありました。 

保護者の方の大勢の参加あり

がとうございました。今後の

PTA 行事の参加をよろしくお願

いたします。 

 

感染症予防について 

・手洗い    （帰宅時・食事前） 

・咳エチケット  （マスク着用） 

・普段の健康管理  （面免疫力を高める） 

・適度な湿度を保つ  （50から 60％） 

飛沫感染・接触感染を防ぐ 

 

４月１６日 

校内の桜が満

開です。 


